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1 大会期間中の平穏対策
大会期間中の騒音・振動・安全確

保はどうするのか。

本大会は本体工事の期間中である

が、休日同様に工事・作業は行わ

ない。

本大会の日程決定後、相当時間が

あることから、工事休止等日程の

調整は十分可能である。

リハ大会までに準備工事を終える

ため、リハ大会は工期外となる。
14

2 駐車場確保

大会中の駐車場として420台を確

保することで中央競技団体が確認

しているため、これ相当の確保が

必要。

ぎおうの里横市有地を除草・転圧

等して一定整備すれば50台程度の

確保が見込める。

第一駐車場/現行140台の内

・おもてなし広場

・送迎バス寄り付き

・タクシー乗降場

を確保した残で53台を確保

→別紙

第二駐車場（裏）については、大

会期間中は工事等一切実施しな

い。319台確保

合計「422台」確保見込み

15

3
敷地内会場の確保1

（おもてなし広場）

当初の計画では、温水プール跡地

（約2500㎡）を予定していた

が、病院の整備対象地となったた

め、別に確保する必要がある。

第一駐車場の西側約45％を当該

ブースに確保。

テント15+3張設置可能

15

4

敷地内会場の確保2

（仮設大会本部兼会議

室）

体育館事務所とは別に大会事務局

用に確保する必要がある。

なかよし交流館を期間中は国スポ

等事業で占用し、同施設（会議室

等）に確保することを検討する。

15

5

敷地内会場の確保3

（障スポ大会用の諸室の

確保）

障スポ期間中については、さらに

専用の諸室等の設置が必要にな

る。

「1補助犬トイレ」「2補助犬待機

場所」については、なかよし交流

館屋外敷地で確保を検討する。

「3～9」については、なかよし交

流館を期間中占用して確保するこ

とを検討する。

16.17.18

6 外階段の確保

選手・監督、大会役員と、一般観

覧者は、IDパスの所持如何でエリ

ア区分し、一般観覧者は２階観覧

席のみとなる。このコントロール

のため、外階段の設置（移設）は

大会までに必須である。

外階段の撤去・代替施設の設置

は、令和６年夏に完了できるよう

工程を検討している。

外階段の幅員、現行の8m巾は過

大と考えるこことから、約5m巾

を確保する。

〔参考〕

野洲駅南口階段：巾3m

19.20

7 中央競技団体への再説明

正規視察がすでに済んでいること

から、大幅変更として再説明が必

要である。

市長執行部としてもて関係対応に

ついて十分連携して当たる。
-

8
行幸啓、御成りの環境・

警備

皇族方をお迎えするにふさわしい

会場環境の確保が可能か。

工事現場があることで、警備が困

難化しないか。

行幸啓や御成りはもちろん、来場

者の混雑回避のため、体育館会場

と工事現場（仮囲い）との離隔距

離は約15mを確保する予定。

仮囲いの高さは約3m。デザイン

についても、白の矢板のみとせ

ず、期間中等は植樹鉢を配置する

ほか、必要箇所（玄関等映込み場

所）に関しては、壁面に造作する

ことも検討する。

警備については、期間中は工事を

止める（現場警備員は勤務）た

め、大きな支障には及ばないと思

料する。また、建造物の高さにつ

いても、既存の体育館と大差は生

じないと思料する。

21.22.23.

24.25

9 来館車両の誘導等
工事期間中の工事車両と来館者の

車両混線等の防止が必要

交通誘導員を複数名配置し、来館

者優先で交通整理を行う。
26

本体工事期間

（R6.1～R8.10）

国スポ・障スポ期間

国スポ・障スポ期間外
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10
工事車両の進入動線の分

離

工事車両の進入動線は一般来館車

両とは分離することが必要。

工事車両については、市道に面し

て工事ヤードに出入口を設置し、

一般車両と完全に分離する。

26

11
工事関係者の駐車場の確

保

工事期間中は相当数の工事関係者

車両の駐車が想定されるが、体育

館利用者の駐車に支障が生じない

ようにする必要がある。

ぎおうの里横市有地を除草・転圧

等して一定整備すれば50台程度の

確保が見込める。

27

12
工事ヤードと体育館との

離隔

工事期間中の仮囲いについては、

体育館来場者に支障が生じないよ

う、一定の離隔させることが必要

である。

来場者の混雑回避のため、体育館

会場と工事現場（仮囲い）との離

隔距離は約15mを確保する予定。

21.22.

23.24

第2駐車場における

立体駐車場設置工

事期間（令和8.4～

R8.10）

国スポ・障スポ期間外 13

期間中（約半年）、駐車

台数が全体で270台程度

に減少

第２駐車場に設置することから、

期間中、駐車台数が約200台制限

され、第1と合わせて270台程度

になると見込まれる。

体育館の通常利用においては特に

支障はないと見込む。

大会等開催日については、開院後

同等の対策を実証実験として実施

し、主催団体等と連携した駐車許

可方式や観光バスの回送方式によ

りオーバーフローを回避する。

28

14 駐車場確保

全580台の駐車台数を確保したう

えで、最大で平日午前は400台を

病院来院者及び職員等が使用する

と想定される。

体育館の通常利用においては特に

支障はないと見込む。

大会等開催日については、主催団

体等と連携した駐車許可方式や観

光バスの回送方式によりオーバー

フローを回避する。

29.30.31.32

15 敷地内車両動線1

体育館来館者（車）との棲み分け

等、利用者等に混乱が生じないよ

うに対策する必要がある。

基本設計の段階で、体育館スタッ

フとの協議を経て、専門家の意見

を踏まえ決定する。

想定される方法として…

　体育館来館者と病院来院者の車

両動線及び駐車区画は区分せず原

則共用とし、

　体育館正面第１駐車場の現出入

口を敷地への車両出入口とし、入

場車線、右・左折の出場レーンを

設置すべくゲートを拡幅する。

　第1駐車場が満車の場合、同横

出口を機能させ、第２駐車場に車

両を円滑に迂回させるべく、駐車

場内は一方通行を徹底するととも

に、迂回路出場口には交通誘導員

を配置する。

33

16 敷地内車両動線2
第1駐車場からの出場車の混雑懸

念

出場のピークは11時～12時の1時

間と目するが（h30調査）、5分

間に10台程度であることから、大

きな滞留は生じないと考える。

対策として、体育館正面第１駐車

場の現出入口を敷地への車両出入

口とし、入場車線、右・左折の出

場レーンを設置すべくゲートを拡

幅する。（再掲）

左折に関して、信号までの距離は

70m程度ある。
34.35

本体工事期間

（R6.1～R8.10）

開院後～

総合体育館

国スポ・障スポ期間外
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17
体育館・病院建物間のス

ペース確保

体育館玄関に向かっての動線に、

入退場に十分な人溜りスペースが

必要

選手のウォーミングアップスペー

スを建物周辺に確保する必要

大規模大会時の物販エリア等の不

足。

病院建物の西側には車両動線や

フェンス等の結界は設けないほ

か、玄関口も市道側とすることで

大きな人流も作らないようにす

る。これにより、温水プール設置

時と同様、病院壁面までを体育館

利用者のスペースとして使用でき

るようにする。

体育館との離隔距離は、南側付近

及び玄関付近で18m、北側付近で

は28m程度確保することができる

見込みであるため、ウォーミング

アップ、物販等のスペースも確保

可能と考える。

北側付近には、温水プール設置時

よりも広いスペースを確保するこ

とが可能であることから、ウォー

ミングアップスペースとして、例

えば人工芝の敷設等も検討する。

また、１階窓には格子を設置す

る。

36

18
大階段の撤去によるレス

トスペース

大階段下は、現状、雨宿り・日陰

スペースとなっている。ロビー内

にスペースが取れないため、斯か

るスペースの確保や、自動販売機

の配置が必要である。

大階段相当程度、玄関前等の軒を

延ばすことを検討する。

病院の売店は、院外からも利用可

能であり、設置場所を工夫して、

体育館利用者の利便にも可能な限

り供せるよう検討する。

36

19
市民病院が隣接すること

によるプラス影響1

市民病院が隣接することによる利

用者・選手等のケガ疾患への対応

は

２次救急医療機関であることか

ら、高度な救命救急医療を要する

ようなケガ疾患でなければ、基本

的に病院の救急外来窓口への来院

等により対応が可能である。

-

20
市民病院が隣接すること

によるプラス影響2
災害時の避難者の安心確保等

総合体育館は1,859人収容の市内

最大の指定避難所である。避難期

間中に体調に不良を来たす人も多

い中、市民の安心度は高まると思

料する。

多数のケガ人が出る災害において

は、搬送患者等の治療順を見極め

るトリアージに一定のスペースを

要する。隣接して一定のフロア面

積を有する公共施設が立地するこ

とは、それをスムーズ化する。

-

21
「音に敏感な人」への配

慮

利用する障がい者の中には、音に

過敏な人もおり、救急車のサイレ

ンでパニック等を起こされるリス

クを懸念する。

救急動線は、建物の東側（中の池

川側）である。敷地内に入ればサ

イレンは停止される。

救急車の搬入台数は、299件

（R2）と概ね300件前後であり、

頻繁ではない。

36

22

「介護予防事業」「医療

的ケア児の居場所事業」

と、現在事業との共存

提案されている「介護予防事業」

「医療的ケア児」の居場所事業

と、現在のなかよし交流館事業と

の調整は可能か。

開院までに一定の時間的余裕があ

ることから、積極的な事業計画の

一環として、指定管理者等と協調

して検討していきたい。

-

23 立体駐車場との関係
立体駐車場は、なかよし交流館に

抵触しないか

なかよし交流館の敷地外（フェン

ス外）に低層（1層2段）で整備す

るもの。

駐車場となかよし交流館との間に

は必要な離隔を確保する。

2階部分は職員駐車場であること

から、利用者が多い時間帯の入出

場は基本的に避けられると考え

る。

37

開院後～

総合体育館

なかよし交流館
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本体工事期間

（R6.1～R8.10）
24

第2駐車場における立体駐

車場設置工事期間中の、

なかよし交流館の来館者

の安全確保

第2駐車場における立体駐車場設

置工事期間中の、なかよし交流館

の来館者の安全確保は可能か

工事期間中は仮囲いを設置して警

備員を配置しながら工事を実施す

る。

37

なかよし交流館
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